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わたり「北京日本語教師会」の中心メンバーとして活動している。A と B は、ともに北京
における日本語教育関係者として長年の知り合いであり、「協働」や「実践研究」に興味を
もっている点で共通している。C は、中国で日本語教師デビューを果たした日本語母語話




北京協働実践研究会は 2011 年に設立されたが、一時休止し、2014 年 12 月の研究会再
開によって活動が活性化したため、この前後に分けて経緯を追う（表１参照）。 
① 2014 年 12 月まで（表 1 参照） 
2010 年に日本で「協働実践研究会」が設立されたことに伴い、日本からの呼びかけで
2011 年に教師 A を中心に北京協働実践研究会が設立された。文献講読を中心とした活動
で、B も参加していたが、メンバーの多忙などもあり活動は不定期であった。 
2012 年に青島にある中国海洋大学で大学日本語教師研修会が開催され、協働学習がテー










翌 2014 年に、筆者は北京にある A の勤務先大学院で集中講義をする機会があり、A と
「協働」や日本語教育について多くの対話の機会をもつことができた。こうした背景もあり、
同年 4 月には、北京師範大学において第 7 回協働実践研究会を開催した。予稿集の原稿準
備は東京の協働実践研究会が行い、印刷製本および当日の会場準備は北京で A, B, C およ
び一部の参加者らが行った。A が開会の挨拶をし、発表は、ポスター発表のほかに、当時
北京ではあまり馴染みのなかった「ラウンド・テーブル」を取り入れたのが特徴的であっ






われる。研究会の後、筆者が A や B に北京協働実践研究会の再開を促し、B は「そうだ、
やろう。しかし、再開するなら、文献講読ではなく体験型で。同時に会の運営そのものも
協働で」と提案し、A や C も承認した。その後、数か月、再開のための模索が続いたが、
A が勤務先で研究プロジェクトを申請し、採択されたことも追い風となった。 
② 2014 年 12 月以降（表 1、表 2 参照） 
2011 年以来不定期に 3 回続けた
北京協働実践研究会であったが、


















表 2 北京協働実践研究会第 4 回以降の定例会
の活動内容 
回 日付（土） 体験した協働学習案・その他 進行、課題提供、企画
4 14.12.20 自己紹介＋α　誤用訂正（交換し、答え合わせ）「協働」とは何か、理論的解説 ABC
5 15.03.28 自己紹介＋α　ジグソーリーディング C
6 15.04.18 情報格差を利用した自己紹介グループでアフレコ 会員
7 15.05.09 「芸術家の村」 B
8 15.06.22 自分自身の教育観を語り合う C
9 15.09.19 自己紹介＋α　「出身地ぐるぐる」「協働」とは何か、理論的解説 ABC
10 15.10.17 「慣用句ぐるぐる」 会員
11 15.11.14 自己紹介＋α　歌を使った書き取りを協働型へ B
12 15.12.11 自己紹介＋α 気まずい場面を切り抜ける一言 BC
13 16.03.19 持ち寄り（予定） 会員
・「第 10 回協働実践研究会（2016.2.20 開催）資料」よ
り作成 
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講師となって、「講師提供型」で行っている。続く第 5 回以降第 10 回まで、「講師提供型」




2015 年 2 月には、東京で開かれた第 8 回協働実践研究会で、A, B, C 3 名の連名のポス
ター「2014-2015 度協働実践研究会北京支部活動報告－中国における協働による学びを通
して何を目指すのか－」を C が代表で発表した。 




















2014 年 12 月の再開後、会の経過を聞いたり活動報告書を読んだりする中、筆者は北京
協働実践研究会の急成長に驚愕した。そこで、筆者なりに以下の□のように仮説として流
れをまとめ、2015 年 4 月 25 日に A, B, C の 3 名にメールを送った。 
①北京で何回か国際交流基金の講演などで協働学習についての紹介があった。一方、そう
いう実践や問題意識をすでにもっていらっしゃる先生方がいた。【背景】 
































イルではあったが「持ち寄り型」（図 3(b)）であり、B や C の話題提供に多くの参加者が
集まり、いっしょに場を創っていった。B や C は、その場に「参加」ではなく、まさに「参
画」したといえる。 
























































図 3 学び合いコミュニティの生成 
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 2 本研究は、「学びの関係性構築をめざした『対話型教師研修』の研究」平成 26～29 年度科学研究
費補助金基盤研究（B）研究代表者 舘岡洋子（課題番号 26284073）の一部である。 
 3 協働実践研究会については、以下を参照のこと。http://kyodo-jissen-kenkyukai.com/ 
 4 ロジャー・ハート（1977/2000 訳）を参照のこと。 
 5 支部設立に関して、池田（2015）は、キーパーソンがいる、課題が共有化されている、現地です





















ロジャー・ハート著、木下勇・田中治彦・南博文監修、IPA 日本支部訳 （1977/2000 訳）『子どもの
参画－コミュニティづくりと身近な環境ケアへの参画のための理論と実際－』萌文社 
（たておか ようこ 早稲田大学大学院日本語教育研究科） 
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